
８月６日（木）富山河川国道事務所 会議室において、富山ブロック総合評価審査委員会（平成２７年度 第１回）
が開催されました。

北陸地方整備局富山ブロック総合評価審査委員会は、価格と品質（企業の技術力）などを総合的に評価して落札
者を決定する総合評価落札方式により発注する工事・業務について、入札参加者の技術提案等を中立かつ公正な評
価が確保されることを目的に平成１８年７月５日に設立されました。富山ブロックを構成する事務所は、富山河川
国道事務所、黒部河川事務所、立山砂防事務所、利賀ダム工事事務所、神通川水系砂防事務所の５事務所です。

今回は、各事務所の平成２６年度下半期契約のうち、工事５件、業務２件について評価項目、評価方法及び評価
結果等の妥当性を審議していただきました。

審議の結果、「全体を通して概ね妥当である。」との講評をいただきました。
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